
○
　
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金

　
中
小
企
業
者
が
景
気
の
変
動
等
の
理
由
に

よ
り
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

雇
用
す
る
労
働
者
を
一
時
的
に
休
業
さ
せ
た

場
合
に
、
休
業
調
整
・
教
育
訓
練
に
係
る
休

業
手
当
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
１
年
以
上
事
業
所
等
を
有

す
る
中
小
企
業
主
で
、
国
の
中
小
企
業
緊

急
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
決
定
を
受
け

た
も
の
。

助
成
内
容
　
新
潟
労
働
局
で
決
定
し
た
支
給

決
定
通
知
書
か
ら
算
出
し
た
中
小
企
業
主

が
負
担
す
る
額
の
２
分
の
１
以
内
の
額
。

（
千
円
未
満
切
捨
て
）
（
対
象
は
、
判
定

基
礎
期
間
の
末
日
が
平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
25
年
３
月
31
日
）

○
　
働
く
資
格
取
得
支
援
事
業

　
市
内
の
中
小
企
業
者
や
失
業
者
の
方
な
ど

が
就
業
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に

係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
失
業

な
ど
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て

い
る
方

助
成
内
容
　
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
取

得
し
た
国
家
資
格
や
公
的
資
格
ま
た
は
民

間
資
格
の
取
得
に
係
る
受
講
料
・
受
験

料
・
旅
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

※
た
だ
し
、
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
上
限
と

し
、
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
。

※
１
事
業
所
５
人
を
上
限
、
１
人
１
回
ま
で
。

○
　
国
際
規
格
等
認
証
取
得
補
助
金
　

　
国
際
規
格
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
認
証
取
得
お
よ
び

国
際
規
格
に
加
え
て
要
求
事
項
を
追
加
し
た

規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
）
の
認
証
取
得
を
す
る
場

合
に
そ
の
一
部
を
補
助
し
、
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
方

助
成
内
容
　
対
象
経
費
は
申
請
料
、
基
本

料
、
審
査
料
、
審
査
員
旅
費
、
登
録
料
と

し
、
補
助
金
額
は
対
象
経
費
の
50
％
以
内

の
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、
50

万
円
を
限
度
。

○
　
中
小
企
業
人
材
育
成
補
助
金

　
優
秀
な
人
材
の
育
成
・
確
保
を
推
進
し
、

資
質
の
向
上
や
能
力
開
発
・
技
術
力
の
向
上

等
を
図
り
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
方

助
成
内
容

①
　
公
的
機
関
等
が
開
催
す
る
研
修
　

　
対
象
経
費
は
受
講
料
、
旅
費
（
交
通
費
、

宿
泊
費
）
と
し
、
１
人
に
つ
き
対
象
経
費

の
50
％
以
内
の
額
（
千
円
未
満
切
捨

て
）
、
10
万
円
を
限
度
。
た
だ
し
同
一
年

に
一
事
業
所
５
人
、
５
年
を
限
度
。

②
　
事
業
者
が
講
師
を
依
頼
す
る
研
修
　

※
１
事
業
所
５
人
を
上
限
、
１
人
１
回
ま
で
。

○
　
国
際
規
格
等
認
証
取
得
補
助
金
　

　
国
際
規
格
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
認
証
取
得
お
よ
び

国
際
規
格
に
加
え
て
要
求
事
項
を
追
加
し
た

規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
）
の
認
証
取
得
を
す
る
場

合
に
そ
の
一
部
を
補
助
し
、
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
方

助
成
内
容
　
対
象
経
費
は
申
請
料
、
基
本

料
、
審
査
料
、
審
査
員
旅
費
、
登
録
料
と

し
、
補
助
金
額
は
対
象
経
費
の
50
％
以
内

の
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、
50

万
円
を
限
度
。

○
　
中
小
企
業
人
材
育
成
補
助
金

　
優
秀
な
人
材
の
育
成
・
確
保
を
推
進
し
、

資
質
の
向
上
や
能
力
開
発
・
技
術
力
の
向
上

等
を
図
り
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
方

助
成
内
容

①
　
公
的
機
関
等
が
開
催
す
る
研
修
　

　
対
象
経
費
は
受
講
料
、
旅
費
（
交
通
費
、

宿
泊
費
）
と
し
、
１
人
に
つ
き
対
象
経
費

の
50
％
以
内
の
額
（
千
円
未
満
切
捨

て
）
、
10
万
円
を
限
度
。
た
だ
し
同
一
年

に
一
事
業
所
５
人
、
５
年
を
限
度
。

②
　
事
業
者
が
講
師
を
依
頼
す
る
研
修
　

　
対
象
経
費
は
講
師
謝
礼
、
講
師
の
旅
費
お

よ
び
会
場
費
と
し
、
対
象
経
費
の
50
％
以

内
の
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
、
10
万

円
を
限
度
。
た
だ
し
同
一
年
に
１
講
座
、

５
年
を
限
度
。

○
　
見
本
市
等
出
展
小
間
代
補
助
金
　
　
　

　
開
発
し
た
新
製
品
等
を
積
極
的
に
情
報
発

信
し
、
新
規
成
長
市
場
分
野
の
開
拓
、
同
業
種

お
よ
び
異
業
種
と
の
交
流
の
拡
大
、
消
費
者
情

報
等
の
収
集
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
方
で
、
製
造
業
を
営
ん
で
い
る
方
ま

た
は
物
品
販
売
を
行
う
団
体
。

助
成
内
容
　
対
象
経
費
は
出
展
小
間
料
、
小

間
装
飾
料
、
製
品
運
送
料
、
基
本
工
事
料

お
よ
び
光
熱
水
道
料
と
し
、
１
出
展
に
つ

き
対
象
経
費
の
50
％
以
内
の
額
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
）
、
20
万
円
を
限
度
。
た
だ
し

同
一
年
度
に
２
回
ま
で
、
５
年
を
限
度
。

○
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
補
助
金

　
企
業
が
求
め
る
優
秀
な
人
材
確
保
を
目
的

に
行
う
学
生
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）
を
推
進
し
、
市
内
の
企
業
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

し
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
学
校
の
う

ち
、
大
学
（
学
校
に
置
く
大
学
院
含

む
）
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
ま
た

は
専
門
学
校
の
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
し
て
受
け
入
れ
る
事
業
者

助
成
内
容
　
対
象
経
費
は
、
事
業
者
が
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
に
関
す
る
経
費

負
担
の
う
ち
、
移
動
前
の
出
発
地
か
ら
本

市
ま
で
の
往
路
に
係
る
旅
費
（
10
万
円
程

度
）
、
本
市
に
滞
在
す
る
経
費
（
１
日
に

つ
き
２
千
円
）
。

○
　
信
用
保
証
料
補
給
事
業

　
中
小
企
業
者
が
指
定
金
融
機
関
か
ら
新
潟

県
信
用
保
証
協
会
の
債
務
保
証
付
き
で
融
資

を
利
用
す
る
際
に
発
生
す
る
信
用
保
証
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
融
資
お
よ
び
助
成
率
　
佐
渡
市

の
制
度
融
資
（
産
育
・
産
振
）
１
０
０
％
、
そ

の
他
主
な
県
制
度
融
資
・
商
工
貯
蓄
融
資
30
％

※
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
融
資
が
対
象

○
　
空
き
店
舗
対
策
事
業
補
助
金
　

　
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
新
規
開
業
す
る
際

に
、
改
装
費
や
賃
借
料
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
（
着
工
前
に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
）

対
象
者
　
市
内
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
新

た
に
事
業
を
営
も
う
と
す
る
方
。
た
だ

し
、
１
年
以
上
営
業
を
運
営
で
き
る
方
に

限
り
ま
す
。

※
対
象
区
域
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

・
改
装
費
　
開
業
前
に
改
装
す
る
補
助
経
費

の
２
分
の
１
以
内
の
額
（
50
万
円
以
上
の

工
事
を
対
象
と
し
、
限
度
額
は
50
万
円
）

・
賃
借
料
　
賃
借
料
の
２
分
の
１
以
内
の
額

（
限
度
額
は
１
月
あ
た
り
５
万
円
）

★
対
象
業
種
が
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
観
光
商
工
課
　
商
工
振
興
係
・
企
業

誘
致
係
（
第
２
庁
舎
）
☎
63
―
５
１
１
６

商
工
業
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
！

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
　
〜 

平
成
24
年
度
商
工
業
事
業
者
支
援
事
業 

〜
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　3月28日に佐渡市教育委員会と新潟
大学理学部の連携協定調印式が行われ
ました。
　調印式には、臼杵國男教育長と谷本
盛光理学部長が出席し協定書を交わしました。
　この連携協定を機に、佐渡を活動の拠点とする中で市内小・中
学校および高校での出前授業や教員研修、達者にある臨海実験所
とのさらなる連携、日本・世界ジオパーク認定に向けた調査や普
及活動の協力など幅広い教育分野での発展に繋がることが期待さ
れます。
　佐渡市教育委員会は、このほか新潟大学の人文学部と付属図書
館と連携協定を結んでいます。

新潟大学理学部と佐渡市教育委員会が連携協定を結びました

交通事故を無くし、安心・安全の島に

　4月15日、願で大野亀カンゾウ定植作業のボラン

ティア活動が行われました。

　佐渡両津海府観光協会の主催で、当日は内海府

小・中学校、(株)本間組、ＪＡ佐渡女性部、地域の

方々など約100名が参集しました。

　大野亀は、毎年6月のカンゾウ満開時に多くのカ

メラマンや観光客、家族連れでにぎわう佐渡の有名

な観光スポットのひとつです。

　こうした地道な保護活動によって、今年も多くの

人に感動を届けてくれることと思います。

　なお、カンゾウ祭りは

6月10日(日）の予定です。

今年もきれいに咲きますように

　今年で 16 回目を迎える「おいらん道中 in 桜まつ

り」が 4月 15日、羽茂本郷で開催されました。

　晴天の中、鮮やかな衣装をまとった美しいおいら

ん姿や可愛い参加者に、見物客は満足した様子で見

入っていました。

　地元有志から始まったこの祭り。もともと実行委

員会会長の斎藤さんが各地のおいらんまつりを見て、

同地区でもできないかと提案したのがきっかけ。祭

り当日、赤いはっぴ姿で場内を巡る斎藤さんは「今

後も地域活性化のために続けて行きたい。」と、にこ

やかに話してくれました。　

羽茂地区「おいらん道中 in 桜まつり」

　4 月 6 日から 15 日は春の全国交通安全運動期間です。その期間中にあた

る 11日、おんでこドームで街頭広報の出発式が行われました。

　出発式には、佐渡市交通指導員、交通安全協会、佐渡西・東警察署、湊保

育園園児らが参集し、園児から「急に飛び出さないように気をつけます。」

と元気いっぱい誓いの言葉が

発表されました。

　また、車両の出発時には、

色とりどりの風船を飛ばすな

どして、式を盛り上げていま

した。

　

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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こ
の
ほ
か
、
ト
キ
保
護
募
金
箱
へ
の
募

金
、
８
個
人
・
13
団
体
の
方
か
ら
も
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
芳
志
は
、
ト
キ
の

野
生
復
帰
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

☎
24
―
６
０
４
０

寄　　付　　者 ご　住　所 ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
23
年
度
（
平
成
23
年
４
月
〜
24
年
３
月
）
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基
金
へ
、

総
額
７
６
６
万
８
７
４
６
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

嶋村　純江　様

三国コカ・コーラボトリング株式会社　様

株式会社メニコン　様

株式会社セーブオン　様

ビッグホリデー株式会社　様

佐渡市浄化槽清掃許可業者会　様

河田　光一　様

佐渡興産有限会社　様

久保田　芳郎　様

佐藤　杉乃　様

川村　敏夫　様

株式会社イトーヨーカ堂　様

カンゾウの会　様

植村　本　様

佐渡汽船運輸株式会社　様

伊藤　達夫　様

生活協同組合連合会コープネット事業連合　様

松井　三生　様

社団法人佐渡版画村　様

協同組合米ネットワーク新潟　様

有限会社　高橋農園　様

大阪府大阪市

佐渡市

愛知県名古屋市

群馬県前橋市

東京都文京区

佐渡市

東京都大田区

佐渡市

滋賀県大津市

東京都八王子市

千葉県浦安市

東京都千代田区

新潟市

神奈川県横浜市

佐渡市

千葉県白井市

埼玉県さいたま市

佐渡市

佐渡市

新潟市

佐渡市

※承諾をいただいた方のみ記載しています。

　
仏
像
の
勧
誘
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
自
宅
に
届
い
た
後
、

「
佐
渡
出
身
の
仏
師
が
彫
っ
た
仏
像
が
、

佐
渡
市
民
限
定
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
当

社
が
後
か
ら
高
値
で
買
い
取
る
の
で
、
購

入
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
で
仏
像
を
勧
誘
す
る
「
劇
場
型
」

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
し
か
し
実
際
に

買
い
取
り
が
実
行
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
今
ま

で
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
買
い
取
る

意
思
が
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
高
値
で

買
い
取
る
」
と
い
う
詐
欺
的
な
勧
誘
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
十
分
に
推
測
さ
れ
ま
す
。

問
題
点

・
劇
場
型
詐
欺
が
行
わ
れ
て
い
る
。

・
名
前
を
彫
り
込
む
な
ど
「
あ
な
た
の
た

め
の
仏
像
を
制
作
し
た
」
と
送
り
つ
け

て
く
る
。

・
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
、
不
安
解
消

の
た
め
必
要
だ
と
購
入
さ
れ
る
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
必
要
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
る
。
業

者
か
ら
の
勧
誘
電
話
に
対
し
て
、
「
い

り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
は
っ
き
り
と
断
る

意
思
を
相
手
に
示
す
。

・
ト
ラ
ブ
ル
は
、
高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
る
。

少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
場
合
や
、
業

者
の
実
態
や
契
約
内
容
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
一
人
で
判
断
せ
ず
、
家

族
や
周
り
の
信
頼
で
き
る
人
や
友
人
に

相
談
す
る
。

・
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
に
よ
っ
て

仏
像
を
購
入
し
た
場
合
、
書
面
が
交
付

さ
れ
て
か
ら
8
日
間
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
。
ま
た
、
自
宅

に
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
し
つ
こ
く
勧

誘
さ
れ
、
「
帰
っ
て
ほ
し
い
」
「
お
断

り
し
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
も
、
業
者

が
帰
っ
て
く
れ
な
い
た
め
や
む
を
得
ず

契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
場

合
に
は
、
消
費
者
契
約
法
に
よ
る
取
消

し
を
主
張
で
き
る
。

　
不
審
な
場
合
は
、
契
約
を
す
る
前
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
総
務
課
　
市
民
相
談
室
　
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
係
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
内
）
佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　（
平
日
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
☎
57
│
８
１
４
３

「
仏
像
の
勧
誘
に
注
意
！
」 

劇
場
型

詐
欺
や
送
り
つ
け
に
気
を
付
け
て

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
　

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

90
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金
銀
を
含
む
鉱
石
は
石
英
質
な
の
で

と
て
も
硬
く
、
金
穿
大
工
が
使
う
鑽

（
採
鉱
用
の
ノ
ミ
）
は
、
２
日
ほ
ど
で

磨
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
鑽
は
焼
き
直
せ
ば
ま
た
使
え
る
の

で
、
切
っ
先
の
鈍
く
な
っ
た
鑽
を
鑽
通

穿
子
が
集
め
、
坑
口
の
鍛
冶
小
屋
に
運

び
込
み
ま
す
。
こ
の
穿
子
た
ち
は
、
２

〜
３
人
ひ
と
組
が
一
昼
夜
交
代
で
鑽
を

運
び
ま
し
た
。

　
鍛
冶
小
屋
に
は｢

ほ
と｣

と
い
う
火
床

が
あ
り
、
鍛
冶
が
２
人
と
鞴
差
穿
子
１

人
が
つ
い
て
作
業
を
行
い
、
坑
内
で
使

う
鉄
の
道
具
を
す
べ
て
こ
し
ら
え
て
い

ま
し
た
。

　
鞴
に
は
狸
の
皮
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
本
土
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
寛
政
３
年
（
１
７
９
１
）
に
な
る

と
、
鞴
は｢

両
縁
鞴｣

と
い
う
、
吹
き
出

し
口
が
２
つ
の
物
に
改
良
さ
れ
、
２
か

所
の｢

ほ
と｣

に
同
時
に
送
風
で
き
る
よ

う
、
改
良
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鑽
の
打
ち
直
し
は
、
初
め
に
短
く
な

っ
た
鑽
の
先
を
じ
か
に
割
り
、｢

割
刃｣

と
い
う
厚
さ
１
分(

３
㎜)

・
縦
５
分
（
15

㎜
）
ほ
ど
の
鋼
を
挟
み
、
ネ
バ
土
で
包

み
ま
す
。
そ
れ
を｢

ほ
と｣

に
入
れ
て
焼
き
、

鎚
で
鍛
え
て
先
を
錐
の
よ
う
に
し
ま
す
。

　
鑽
は
何
度
も
再
生
を
繰
り
返
し
、
短
く
な

っ
た
鑽
は｢

足
鑽｣

と
い
っ
て
、
新
し
い
鉄
を

つ
な
げ
打
ち
直
し
ま
す
。
も
っ
と
短
く
な
っ

た
鑽
は
10
日
ほ
ど
溜
め
て
お
き
、
２
本
を
１

本
に
す
る｢

合
鑽｣

に
打
ち
直
し
ま
す
。

　
文
政
年
間
の
記
録
を
見
る
と
、
鍛
冶
は
29

人
、
１
人
１
か
月
御
給
米
が
３
斗
で
御
給
銭

が
４
４
８
文
で
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

か
な
ほ
り

ま
め
つ

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く（
７
）  

―
鑽
と
鍛
冶
小
屋
―

た
が
ね

か
　
じ

た
が
ね
か
よ
い

ほ
り
こ

ふ
い
ご
さ
し

り
ょ
う
ぶ
ち
ふ
い
ご

き
り

た
し
た
が
ね

あ
わ
せ
た
が
ね

14

１ 歴史に埋もれた古道を歩く
佐渡金銀山周辺の古道と史跡巡り

Ａコース：鶴子銀山跡～笠取峠～上相川集落跡　　　　Ｂコース：金山道遊抗～高任神社～上相川集落跡
日　時：５月２７日（日）午前８時３０分～正午　　　集合場所：佐渡金山第３駐車場
参加料：５００円　　　　　　　　　　　　　　　　　定員：各コース３０名
申込み：中川　進（ファックスまたはメール）　FAX：５７―４３７１　E-mail：s.nakagawa@air.ocn.ne.jp
主　催：佐渡金銀山古道を守る会

２ アルプスホルン演奏会
妙見山千竜桜・山野草とアルプスホルンのコラボ

日　時：５月２０日（日）午前１０時３０分～１１時３０分
場　所：妙見山キャンプ場跡（雨天時は交流センター・白雲台）
参加料：無料　　申込みは不要です。
主　催：特定非営利活動法人（NPO）さど自然保護観察サポート隊

３ 佐渡の歴史・芸能と自然風景の演奏会
佐渡が誇る歴史・芸能と自然映像を背景にした音楽会とのコラボ

日　時：５月２０日（日）午後６時３０分～
場　所：史跡佐渡奉行所跡お役所前（相川広間町）
入場料：１,０００円
申込み：萩野正作、中川　進（ファックスまたはメール）　
　　　　FAX：５７－４５００または５７－４３７１　
　　　　E-mail：kyoritu@sirius.ocn.ne.jpまたはs.nakagawa@air.ocn.ne.jp

《イベント案内》

「両縁鞴が用いられる前の鍛冶小屋の様子
（「佐渡銀山往時之稼行絵巻」から）



　
浦
川
小
学
校
は
、
明
治
10
年
、
第
九

中
学
区
公
立
第
八
番
小
学
白
瀬
校
附
属

浦
川
校
と
し
て
創
立
。
今
年
で
１
３
６

年
目
と
な
り
ま
す
。

　
浦
川
漁
港
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
る

校
舎
か
ら
は
、
春
に
は
カ
モ
メ
と
ウ
グ

イ
ス
の
鳴
き
声
が
一
緒
に
聞
こ
え
ま

す
。
そ
ん
な
自
然
豊
か
な
環
境
の
中

で
、
今
年
度
、
全
校
児
童
10
名
が
、
仲

良
く
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
　

　
当
校
で
は
、
地
域
の
方
か
ら
多
大
な

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
を
活

用
し
た
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
自
分
の

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
り
を
持
っ
て
ほ

し
い
か
ら
で

す
。

　
低
学
年
の

野
菜
作
り
や

地
域
探
検
、

音
楽
の
雅
楽

体
験
、
総
合

的
な
学
習
の

時
間
の
ワ
カ

メ
栽
培
や
地

域
に
伝
わ
る

伝
説
調
べ
な

ど
、
身
近
な
地

域
の
方
を
先
生

と
し
て
学
習
を

進

め

る

こ

と

で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
目
を
輝

か
せ
て
い
き
い

き
と
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
春
の
山
菜
採
り
や
全
校
つ
り
大

会
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
使
っ
て
の
海
水

泳
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な

ど
地
域
の
自
然
の
中
で
活
動
す
る
こ
と

で
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
の
豊
か
さ
も
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
お
年
寄
り
の
方
へ
文
化
祭

の
招
待
状
を
お
届
け
す
る
活
動
、
年
賀
状

の
交
流
、
お
年
寄
り
の
方
と
直
接
触
れ
合

う
活
動
（
浦
川
サ
ロ
ン
訪
問
）
な
ど
、
地

域
の
お
年
寄
り
の
方
と
の
交
流
も
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
と
た
っ
ぷ
り
触
れ
合

い
、
地
域
の
自
然
を
満
喫
し
、
子
ど
も
た

ち
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
の
び
と
成
長
し

て
い
ま
す
。

　
当
校
は
、
平
成
25
年
春
、
１
３
６
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。
閉
校
ま
で
の
残

り
１
年
、
子
ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
実
感
さ
せ
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
豊
か
で
た
く
ま

し
い
心
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎
23
│
４
８
９
８

　
今
回
は
、
市
民
に
広
が
る
ジ
オ
パ
ー

ク
活
動
を
報
告
し
ま
す
。
第
２
期
ジ
オ

パ
ー
ク
市
民
講
座
は
今
年
の
１
月
に
修

了
し
ま
し
た
。
残
り
の
講
義
が
少
な
く

な
る
に
つ
れ
て
受
講
生
た
ち
の
間
か
ら

「
こ
の
ま
ま
講
座
が
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
は
寂
し
い
。
」
と
い
う
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
受
講
生
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
発
起
人
が
「
１
年
間
の
講
座
の
記

念
に
、
受
講
生
を
募
っ
て
先
進
地
で
あ

る
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
行
こ
う
。
」

と
１
泊
２
日
の
見
学
旅
行
を
企
画
し
ま

し
た
。

　
実
施
日
と
な
っ
た
３
月
中
旬
、
糸
魚

川
に
は
ま
だ
ま
だ
雪
が
残
っ
て
お
り
残

念
な
が
ら
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
や
ヒ

ス
イ
峡
を
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
糸
魚
川
ジ
オ

パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
と
な
る
「
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
参
加
者

た
ち
は
、
素
晴
ら
し
い
展
示
資
料
を
一

つ
一
つ
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
糸
魚
川
の
認
定
ガ
イ
ド

と
学
芸
員
に
よ
る
案
内
で
「
弁
天
岩
ジ

オ
サ
イ
ト
」
と
い
う
糸
魚
川
の
海
に
面

し
た
見
学
地
を
回
り
ま
し
た
。
弁
天
岩

の
ほ
か
、
能
生
漁
港
や
白
山
神
社
な
ど

の
見
学
地
も
回
り
ま
し
た
。
能
生
漁
港

は
、
一
見
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
要
素
が
見
当

た
ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
が
、
実
は

カ
ニ
の
水
揚
げ
と
海
底
の
地
形
と
が
密
接

に
関
係
が
あ
る
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
の
方
は
糸
魚
川
の
地

形
と
佐
渡
の
地
形
で
関
連
し
て
い
る
点
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
参
加
者
た
ち
も
興
味
を
も
っ
て
説
明

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
積
極
的
に
質

問
す
る
場
面
も
見
ら
れ
、
充
実
し
た
見
学

旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
実
物
を
現
場
で
見
る

の
が
基
本
で
す
。
気
の
合
う
仲
間
と
住
み

慣
れ
た
地
域
や
他
の
地
域
に
出
か
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
見
慣
れ
た
場
所
で
も
視
点
を

変
え
て
み
た
り
、
下
調
べ
を
し
て
行
く
と

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
さ
な
発
見
の
積
み
重
ね
も
ジ
オ
パ
ー
ク

で
す
。
さ
あ
、
み
な
さ
ん
も
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？
ジ
オ
パ
ー
ク
！

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
１

ワカメ栽培についての学習

シュノーケルを使った海水泳

弁天岩ジオサイトを見学する参加者たち

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
⑬

市
民
講
座
の
受
講
生
が

糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
を
見
学
！

※電話番号が4月19日から

　変わりました！

佐
渡
市
立
浦
川
小
学
校
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公
民
館
講
座
と
し
て
太
極
拳
教
室
（
全
６

回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
心
者
の
方
を
中
心
に
15
名
の
方
が
参
加

し
、
最
初
は
お
ぼ
つ
か
な
い
手
つ
き
、
足
さ

ば
き
で
「
難
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
少
し
ず
つ
上
達

し
て
い
く
こ
と
を
体
感
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

　
就
学
を
前
に
し
た
小
木
幼
稚
園
児
を
対
象

と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
家
庭
学
級
」
で
は
子
ど

も
た
ち
の
情
操
教
育
を
基
と
し
た
一
年
間
を

通
し
て
の
学
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
月
と
３
月
の
計
２
回
、
小
木
幼
稚
園
児

14
人
は
「
お
茶
会
」
に
挑
戦
！

　
茶
道
の
講
師
を
迎
え
て
の
チ
ョ
ッ
ピ
リ
緊

張
す
る
「
お
茶
会
」
、
園
児
た
ち
は
色
と
り

ど
り
の
お
菓
子
の
ほ
う
に
興
味
津
々
で
し
た

が
、
初
め
て
口
に
す
る
お
抹
茶
の
味
に
も
ビ

ッ
ク
リ
で
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
が
飛
び
交
っ
て

い
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
る
「
ふ
れ
あ
い
家

庭
学
級
」
の
こ
の
最
後
の
行
事
を
終
え
、
園

児
た
ち
は
４
月
か
ら
元
気
に
新
１
年
生
と
し

て
笑
顔
で
登
校
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

太
極
拳
教
室
　
　
　
　
　（
畑
野
地
区
）

「
お
茶
会
」初
体
験
！
　
　（
小
木
地
区
）

文学講座のお知らせ
日時　毎月第1水曜日（6月開講）　午前10時～11時30分
会場　中央図書館　２階講座室　
講師　坂口 昭一　先生　（元佐渡高等学校教諭）
申込み　中央図書館（☎63-2800）
今年度は「伊勢物語」の世界を楽しみたいと思います。

「ハローぶっく号」は、4月26日（木）佐渡

市役所本庁舎前で出発式をとり行い、5月

から運行します。

運行地区　両津地区（海府、前浜方面）

　　　　　相川地区（高千方面）

　　　　　羽茂・赤泊地区

移動図書館車が
　　　新しくなりました！

はせぼん＆たけぼん
絵本とマジックと音楽のマジカルコンサート
絵本作家 長谷川義史氏とピアニカ王子こと大友剛氏のコラボで贈

る、絵本ライブです。子どもから大人まで皆さんと楽しいひとと

きを過ごしましょう！

日時　5月１９日（土）　午後２時～午後４時３０分
会場　アミューズメント佐渡　はまなすホール
参加費　５００円（３歳以上）
主催　佐渡子どもと絵本をつなぐ連絡会
後援・お問い合わせ　中央図書館（63-2800）

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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第１２回「産業振興フォーラム」開催される
　去る２月２５日（土）、表参道新潟館ネスパスにおいて第１２回産

業振興フォーラムが開催された。今回の基調講演は、㈱ＮＴＴドコ

モの取締役常務執行役員　眞藤　務氏（沢根出身）による「法人ビジ

ネスの動向とスマートフォン・タブレット活用事例」ということで

前人気も高く、フォーラム始まって以来の９０名という多くの方に

ご参加頂いた。

　講演では、企業がタブレットやスマートフォン端末を活用し、ス

ケジュール管理や情報共有を行うといった基本的な部分から、ペー

パーレスの電子カタログ的な活用、また、医療現場での診療データ

や遠隔治療への活用に至るまで、その可能性の一端をご紹介いただ

いた。また、ビジネスのみならず、スマートフォンを街角にかざす

と周辺の銀行やＡＴＭの場所が画面に表示されたり、といった既に

稼働している技術などもご紹介いただくなど、ＩＴの可能性を実感さ

せられたすばらしい講演であった。

　なお、当日は、市役所から総合政策監・藤井裕士氏、ならびに農

林水産課の西牧主任が参加され、西牧主任は「トキと共生する佐渡の

里山が世界の農業モデルに」というタイトルで世界農業遺産（ジアス）

登録された経緯やその活動などを紹介された。農業に観光振興にと

この遺産を活用しようとする意気込みにあふれた講演であった。

　　　　　　　　　　　　　（文責：佐渡市東京事務所　小路　徹） 

当市にご寄付をいただき、お礼申

し上げます。

○現金
・５万円　福祉の向上のため

　　　　一柳流青柳会　

　　　　会長　齋藤勝一 様 (泉)

○物品
・集会テント　１張　

　　　二宮小学校の教育環境整備のため

　　　二宮小学校ＰＴＡ　

　　　会長　菊田和人 様

○氏名、住所のみ掲載
・磯部勝見 様　(新穂皆川)

　平成24年3月17日～20日に開催

いたしました「よってけまつり・

さど食の陣」の会場において、皆

様方からご協力いただきました1

杯100円の「大鍋汁」の売上金は、

佐渡認証米「朱鷺と暮らす郷」

180㎏と義援金90,637円を東日本

大震災復興の為に寄付させていた

だきました。

　ご協力大変ありがとうございま

した。　　

参加者であふれる会場眞藤務氏の講演風景

寄付のお礼

「よってけまつり・さど食の陣」

さど食の陣実行委員会

会長　佐藤　一富

実行委員会からお知らせ

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
で
す
。
事
前
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
21
日（
月
）〜
25
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相

続
、
担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の

登
記
問
題

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の

手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家

等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自

己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立

て
・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣

地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離

婚
、
内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等

（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺

贈
・
死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管

理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

☎
55
―
３
１
１
７

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 3.13～4.16届出

3.3
3.9
3.9
3.11
3.11
3.19
3.23
4.3
4.11
4.11
3.5
3.7
3.17
3.17

拓也
正浩
寛
正人
直樹
圭
健春
一成
大輔
寿雄
重幸
剛司
陽介
勝行

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃

住吉
春日
梅津
上横山
加茂歌代
上横山
両津湊
両津大川
梅津
梅津
中原
中原
石田
東大通

（みく）
（りんか）
（しりゅう）
（あんり）
（ももか）
（こうへい）
（まりん）
（そうま）
（そうた）
（あやね）
（りくう）
（れんたろう）
（ふうか）
（えいす）

三　浦　美　紅
秀　方　梨　花
澁　屋　志　龍
甲　斐　杏　梨
市　橋　百　花
川　口　晄　平
後　藤　愛里海
安　社　颯　真
大　　　颯　太
萩　原　絢　音
野　口　莉　玖
檜　田　廉太郎
山　田　風　花
石　見　瑛　寿

3.13
3.17
3.20
3.20
3.22
3.22
3.22
3.23
3.23
3.23
3.28
3.28
3.29
3.29
3.29
3.29
3.30
3.31
4.3
4.3
4.3
4.3
4.4
4.5
4.6
4.7
4.7
4.7
4.9
4.9
4.12
4.14
4.15
4.15
3.13
3.14
3.18
3.30
4.1
4.5
4.6
4.8
4.11
4.11
4.15
3.12
3.13
3.14
3.18
3.21
3.22
3.30
4.1
4.1
4.3
4.4
4.4
4.9
4.15
3.21
3.23

90
78
77
92
68
76
94
100
87
81
86
67
100
90
56
82
70
85
90
95
98
46
83
65
76
87
82
85
100
76
90
80
100
83
88
92
81
76
96
91
86
103
92
105
74
82
65
95
82
98
72
84
81
72
86
70
83
85
77
87
87

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃

梅津
鷲崎
両津夷
秋津
加茂歌代
赤玉
両津夷
両津夷
両津夷
下久知
長江
岩首
両津福浦一丁目
河崎
原黒
潟端
両津夷
下久知
鷲崎
春日
加茂歌代
春日
春日
月布施
片野尾
両津夷
梅津
真木
両津夷
原黒
片野尾
両津夷
真木
旭
達者
北立島
達者
北川内
達者
北片辺
高瀬
相川上京町
相川羽田町
北田野浦
相川大浦
八幡新町
八幡
八幡町
八幡
八幡新町
沢根五十里
上矢馳
八幡町
市野沢
二宮
下長木
沢根
沢根炭屋町
八幡新町
中興
大和

髙　橋　　　子
市　橋　キクヱ
渡　邉　扶美子
伊　藤　ヒサヱ
西　川　次　郎
清　水　秋　美
澁　谷　キ　ク
山　田　ハ　ツ
小　池　芳　子
　　池　利　雄
矢　田　政　治
　　間　賢　二
北　川　加　代
野　　　キヨミ
藤　井　紀志子
甲　斐　ハルノ
川　上　和　夫
菊　池　　　實
本　間　シゲミ
正　司　ミサホ
新　通　カ　ネ
田　中　順　一
橋　本　治一郎
伊　藤　寛　隆
村　上　佐　十
岩　原　リ　ン
毛　良　侗　夫
松　本　千　鶴
小　田　タ　カ
藤　井　眞　市
三　國　イサヲ
土　屋　　　登
牧　野　嘉　市
関口七郎左衛門
小　　　イ　セ
根　岸　ヲ　カ
江　沢　和　朋
山　本　千　弘
山　本　ミ　ツ
池　田　サ　ワ
宇　田　ミチエ
佐々木　フ　ジ
彈　正　太郎　
森　平　ユ　ミ
中　村　つぐみ
山　平　タ　ツ
大　塚　光　枝
伊　藤　チ　ヨ
髙　橋　光　子
本　間　ミツヱ
土　屋　龍太郎
　　地　　　雄
織　田　章　二
渡　部　義　夫
池　田　　　充
渡　邊　和　義
伊　藤　敏　明
本　間　國　雄
本　間　　　勲
鈴　木　　　勲
加　藤　浅　雄

3.27
3.30
3.30
3.31
4.2
4.8
4.12
4.13
4.13
3.16
3.19
3.20
3.24
3.25
3.27
4.8
4.15
3.14
3.18
3.23
3.26
3.28
3.29
3.31
4.9
4.10
4.12
4.12
3.15
3.19
3.19
3.20
3.23
4.1
4.3
4.5
4.6
4.9
4.16
3.19
3.22
3.27
3.29
4.2
4.6
3.13
3.14
3.16
3.17
3.17
3.18
3.21
3.23
3.26
4.1
4.8
4.15
3.12
4.2
4.6
4.12

77
94
95
85
71
97
81
68
80
88
82
68
95
64
74
87
87
76
83
94
73
89
82
86
87
85
86
86
91
76
84
85
86
95
85
83
87
83
93
100
95
93
96
65
89
91
80
89
75
92
94
85
88
78
68
88
78
89
99
60
93

金　井
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
赤　泊
　〃
　〃
　〃

金井新保
三瀬川
貝塚
中興
千種
中興
金井新保
泉
貝塚
上新穂
新穂舟下
下新穂
新穂皆川
新穂武井
上新穂
下新穂
新穂潟上
宮川
栗野江
畑野
目黒町
寺田
畑野
畑野
畑野
浜河内
栗野江
畑野
四日町
吉岡　
竹田
真野新町
滝脇
西三川
名古屋
豊田
吉岡
真野
大倉谷
小木町
小木町
小木町
小木木野浦
小木町
小木町
羽茂大石
羽茂本郷
羽茂大橋
羽茂滝平
羽茂本郷
羽茂三瀬
羽茂大橋
羽茂大橋
羽茂大崎
羽茂飯岡
羽茂大石
羽茂三瀬
杉野浦
南新保
徳和
杉野浦

橘　　　年　子
大　塲　シ　モ
茅　野　一　雄
石　塚　圭　吾
松　本　泰　壽
　　﨑　フ　ミ
渡　邉　榮　一
畠　山　旦　子
大　﨑　正　義
髙　野　　　光
本　間　ミヨシ
濵　　　光　子
渡　部　リ　ツ
土　屋　　　好
酒　井　京　子
池　野　美　千
渡　邊　一　三
羽二生　　　功
土　屋　雅　雄
渡　邉　摩離子
渡　部　光　江
榎　　　幸　市
元　田　久　子
熊　谷　正　一
中　川　幸　作
帯　刀　彌壽正
本　間　ミドリ
渡　邉　政　春
岡　﨑　　　保
　　林　武　雄
名　畑　　　實
髙　橋　タ　マ
加　藤　　　實
福　田　傳四郎
本　間　キクヱ
中　川　一　郎
羽　生　キ　ミ
佐々木　傳一郎
須　田　豊　春
小　林　ト　リ
笠　木　キヨ子
影　山　清　江
齋　藤　ヒサヱ
藤　井　芳　男
岡　部　つ　子
棚　田　幸　男
榊　原　ム　ラ
武　井　　　妙
駒　形　佳　三
村　瀨　久　江
笹　川　チ　ヨ
中　原　ハツエ
武　井　三　男
渡　辺　昭　夫
原　田　英　機
田　川　ア　サ
中　川　莊　一
金　子　ト　ク
渡　部　カ　ツ
菊　池　勝　己
金　子　ト　リ

4.11
4.16
2.29
3.17
3.21
3.25
3.17
3.6
3.10
3.14
3.6
3.6
3.18

勝洋
歩
健道
政博
信顕
知秀
正洋
祐道
和大
智博
克志
泰
由崇

佐和田
　〃
金　井
　〃
　〃
　〃
新　穂
畑　野
　〃
　〃
真　野
　〃
羽　茂

窪田
東大通
千種
三瀬川
貝塚
千種
新穂瓜生屋
宮川
栗野江
畑野
真野新町
四日町
羽茂本郷

（れつや）
（りお）
（めいさ）
（りょう）
（あいく）
（きずな）
（りん）
（れん）
（ちさと）
（ゆあ）
（こはる）
（はる）
（ゆずな）

白　田　烈　矢
岩　崎　鈴　音
本　間　芽　咲
本　間　稜　央
渡　邉　愛　來
髙　津　　　絆
古　藤　　　稟
本　間　　　恋
計　良　知　怜
渡　部　優　杏
亀　井　心　遥
臼　木　　　晴
中　川　優　沙

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

地  区  名 大  字  名
う  ぶ  ご  え

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

お  く  や  み
地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命 日 
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　年々増加する耕作放棄地を解消す

るために平成18年に結成された「佐

渡南部地区園芸開発プロジェクト」

で推進委員を務めたのを機に、転作

作物のソバに替えて、アスパラガス

の栽培を開始した中川さん。

　栽培品種は「スーパーウェルカム」。アスパラガス栽培を長

期に継続するには茎枯病を出さない事、そのためには防除対

策の徹底や堆肥マルチ、農薬防除などの徹底が必要です。佐

渡南部では、農ポリトンネル栽培が主流ですが、中川さんは更

に早期出荷するため、昨年からハウス栽培を始めました。

　アスパラガスはアスパラギン酸が豊富で、肝機能の促進、

疲労回復に効果的で、また穂先部分にはルチン成分が含まれ

ており、血管を丈夫にし、高血圧や動脈硬化の予防などにも

役立つと言われています。

　「甘みのある健康食品のアスパラガスを食卓に届けたい」

と、職人の目が誇らしげに輝いていました。

　学校給食では、食育の推進と地場産物の使用拡大を目

的に、「地産地消」を意識した食材が使われています。

この日は米・牛乳・わかめが佐渡産でした。

　給食が始まると、校内放送で本日の献立名と献立につ

いて一口メモが紹介され、新1年生たちは静かに聞きな

がら給食を食べました。

　給食センターの栄養

士さんから「皆さんの

身体は食べ物からでき

ています。皆さんが大

きくなるために、そし

て毎日元気で過ごすこ

とができるように考え

て給食を作っていま

す。好き嫌いしないで

なるべく残さないように食べてください。」と説明があ

り、ご飯わんとみそ汁わんの位置や牛乳パックの開け方

などこまめに見守りながら教えてくれました。

　緊張しながらも「おいしい」を連発しておかわりをし

ていた新1年生たちは、中学校を卒業するまでの９年間

学校給食を食べます。給食を通して、自分で料理やお弁

当が作れるようになるといいですね。

●作り方
①アスパラを食べやすい
大きさの斜め切りにし
てゆでる。冷水にくぐ
らせて、水切りをして
おく。
②アスパラとしょうゆ、み
りん、かつお節を混ぜ
合わせて、最後にごま
油を回しかけて出来上
がり。

朝食メニュー
●ごはん ●野菜たっぷりみ

そ汁 ●甘辛豆腐の卵とじ　

●アスパラのおかか和え

（佐渡産）　●オレンジ

鮮度（早期出荷、朝採り）が大事
アスパラガス職人

　中川　久命 さん（羽茂村山）
ひさのり

給食の様子

麦ごはん、牛乳、ミルメーク、焼肉、
春雨サラダ、わかめのみそ汁

●材料（１人分）
・アスパラガス 2本
・しょうゆ 小さじ1/2
・みりん 小さじ1/2
・かつお節 一つまみ
・ごま油 小さじ1/2

くきかれびょう

簡単！朝食レシピ

旬の仕事人
～地産地消で佐渡を元氣にしよう！～

とれたて！

アスパラガス

学校給食
チオシイ

食育 元気②
笑顔まるごと！
シリーズ

両津小学校

アスパラのおかか和え
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）
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花
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ン
ゾ
ウ

毎月第1・3金曜 午後5時から 
ＣＮＳ情報番組「さどチャン」内で 放送中！

投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を書いてお送りください。
　　　　　(お名前はペンネームでもかまいません)
　※メール　help@city.sado.niigata.jp　　※FAX  51-2040
　※ハガキ　〒952-0318 佐渡市真野新町489番地 CNSテレビ
　　　　 　「助けてドクター!」係　まで

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

　観光イベント情報、くらしの情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「助けてドクター！」

緑のカーテンとは
　ゴーヤ、アサガオなどのつる性の植物をネットなどに

這わせ、窓から入り込む夏の強い日差しを遮って、室温

の上昇を抑えてくれる自然のカーテンです。昨年は市の

多くの施設で実施しました。

緑のカーテン設置による効果
　緑のカーテンを設置すると、太陽光を遮ったり、植物

の蒸散作用により室内の温度を下げる効果や、光合成に

より二酸化炭素を吸収する効果が期待できます。この効果によりエアコンの使用を控えることで、電気代の節約

や二酸化炭素の削減による地球温暖化の防止につながります。また、光を遮ることで窓以外にも、壁や付近の地

面の熱まで下げる効果があります。これらからの放射熱の減少も、涼しさをもたらす大きな要素です。

緑のカーテンの作り方
　緑のカーテンの作り方について、チラシを作成しました。本庁、各支所・行政サービスセンターで入手できま

す。今年の夏は緑のカーテン作りに挑戦してみませんか。

お問い合わせ　市役所環境対策課　環境企画係　☎63-3113

緑のカーテンで省エネにチャレンジ！

　公共の電波を正しく使用するために、電波法というルールがあります。
　しかし、ルールを守らない「不法無線局」から発射される不法な電波によるテレビ・ラジオの受信障害や消防・
救急や航空など重要な無線通信への混信・妨害は後を絶ちません。
　また、インターネット取引などにより、日本では使用できない外国規格の違法な無線機器（技適マーク　　が
付いていないトランシーバーなど）が流通しています。これらは比較的容易に入手できるため、法令違反の認識
がないまま使用し、混信妨害の原因者となるケースが増えています。
　私たちの財産である電波の良好な利用環境を守るため、「不法無線局」をなくし、電波を正しく使いましょう。
　電波に関することは、信越総合通信局までお気軽にご相談ください（無料）。
　★無線設備への混信・妨害および違法な無線設備の情報に関すること
　　　監視調査課 （電話：026-234-9976）
　★テレビ・ラジオなど放送の受信障害に関すること
　　　受信障害対策官 （電話：026-234-9991）
　★その他、情報通信の行政相談に関すること
　　　総合通信相談所 （電話：026-234-9961）
　ホームページ http://www.soumu.go.jp/soutsu/shinetsu/

「守ろう！電波のルール」

育児に関するお悩みを解決します！ 

CNSテレビ　☎51-2030問


